
報告会 上川圏域

日時：令和2年2月22日（土） 13：30～15：00
場所：緑が丘テラス（旭川医科大学病院敷地内）
プログラム
13：00 受付
13：25 オリエンテーション
13：30 開会挨拶 北海道看護協会 会長 上田順子
13：35 出向支援事業について 北海道看護協会出向支援事業コーディネーター 清野しのぶ
13：50 報告

旭川医科大学病院 看護部長 原口真紀子
副看護師長 中川原 舞

当麻地域訪問看護ステーション 所長 佐藤雅子
14：35 質疑応答・意見交換
15：00 閉会挨拶 上川空知地区 地区理事 児玉真利子

参加者：25名

病院は独自で退院支援看護師育成研修を実施している。訪問STへ１～２日及び３週間の同行研修も実施している。今回の事業に
参加することで視点が広がり、退院看護師の指導者育成につながるのではないかと期待した。出向看護師は課題を明確にした。
訪問STの効果は、事前準備でカルテ整備がすすみ手順等の整理ができた。人的余裕ができスタッフの年休取得がすすんだ。現在の病院
での業務の様子等情報交換し現状理解が深まった。訪問看護の現状を理解してもらうことによりシームレスな看看連携につなげられるのでは
という期待がもてた。
ご意見より：事業の内容がよくわかりました。 出向者が病棟で役割を発揮できるようその後のまわりのサポートも重要だと思いました。

訪問ST内のスタッフ教育も入退職があるなかで課題があります。実際受け入れる中での教育的視点が参考になりました。
等


